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「地理探究」点字教科書の巻割・点字ページと墨字ページの対応 

墨字：「新詳地理探究」（帝国書院 46 帝国 地探-702 令和 5 年 1 月 20 日発行） 

 

（ ）の数字が墨字ページ、＜ ＞の数字が点字ページ 

点字ページの書き方の例：＜１－１７５＞＝１巻１７５ページ 

 

【１巻】 

地理情報システム(GIS)でみた暮らしと国土（巻頭１）＜１－１１１＞ 

持続可能な開発目標(SDGs)とは（巻頭３）＜１－１２０＞ 

はじめに（１）＜１－下がり１＞ 

 

第 1 部 現代世界の系統地理的考察（５））＜１－１＞ 

第 1 章 自然環境（６）＜１－５＞ 

序説 地球環境と人間（６）＜１－６＞ 

１ 地球システムのなかで生きる私たち（６）＜１－６＞ 

１節 地形（８）＜１－１９＞ 

１ 地形の成因と地球表面の起伏（８）＜１－１９＞ 

２ 地球規模の大地形（１０）＜１－３８＞ 

巻末資料 世界の鉱産物・家畜・農産物（巻末１）＜１－１２７＞ 

 

【２巻】 

３ 河川流域と海岸にみられる小地形（１８）＜２－１＞ 

SKILL１０ １ 地理院地図の利用（１）～地形断面図の作成～（２１）＜２－１３１＞ 

SKILL１０ ２ 地形図の利用（１）～小地形と土地利用～（２２）＜２－１３６＞ 

探究 TRY１ 気候変動の影響を受けるサンゴの生態（２６）＜２－１４１＞ 

  ４ そのほかの特徴的な小地形（２８）＜２－４７＞ 

SKILL１０ ３ 景観写真の見方（３１）＜２－１６５＞ 

２節 気候（３２）＜２－６９＞ 

１ 気候の成り立ち（３２）＜２－６９＞ 

 

【３巻】 

  ２ 気候と生態系（３８）＜３－１＞ 

  ３ 世界の気候区分（４２）＜３－３６＞ 

SKILL１０ ４ 雨温図・ハイサーグラフの読み取り方（４３）＜３－１８５＞ 

SKILL１０ ５ ケッペンの気候区分と判定（４４）＜３－２０９＞ 

  ４ さまざまな気候帯（４６）＜３－４４＞ 

５ 気候変動と異常気象（５８）＜３－１６８＞ 

探究 TRY２ 気象や気候と深く関わる火災（６０）＜３－２２９＞ 

 

 



- 2 - 

 

【４巻】 

３節 日本の自然環境（６２）＜４－１＞ 

  １ 日本の地形（６２）＜４－２＞ 

  ２ 日本の気候（６４）＜４－１４＞ 

  ３ 開発に伴う災害と防災・減災の取り組み（６６）＜４－４０＞ 

SKILL１０ ６ 地理院地図の利用(2)～地形分類図の活用～（６７）＜４－１５７＞ 

 ４節 地球環境問題（６８）＜４－４７＞ 

   １ 地球環境問題とは（６８）＜４－４７＞ 

   ２ さまざまな地球環境問題（７０）＜４－６２＞ 

   ３ 地球環境問題の解決に向けた取り組み（７８）＜４－１４６＞ 

持続可能１ サヘルの緑化への挑戦 ―ニジェールの農村の持続可能な発展を目指してー（７９）

＜４－１６２＞ 

 

【５巻】 

第２章 資源と産業（８０）＜５－１＞ 

 １節 農林水産業（８０）＜５－２＞ 

  １ 農業の発達と分布（８０）＜５－２＞ 

  ２ 農業の地域区分（８２）＜５－３５＞ 

  ３ 現代世界の農業の現状と課題（８０）＜５－８５＞ 

  ４ 日本の農業の現状と課題（９２）＜５－１３７＞ 

  ５ 世界と日本の林業（９４）＜５－１５９＞ 

  ６ 世界と日本の水産業（９６）＜５－１８５＞ 

 

【６巻】 

２節 食糧問題（９８）＜６－１＞ 

 １ 世界の食料問題（９８）＜６－２＞ 

 ２ 日本の食料問題（１００）＜６－２９＞ 

持続可能２ 食の安全 ―安全・安心な食品の確保を目指してー（１０１）＜６－１９５＞ 

探究 TRY３ 農業と食料需給の地域性（１０２）＜６－２１０＞ 

３節 エネルギー・鉱産資源（１０４）＜６－４０＞ 

 １ エネルギー資源の種類と利用（１０４）＜６－４０＞ 

 ２ 化石燃料の分布と利用（１０６）＜６－７０＞ 

 ３ 電力の利用（１１０）＜６－１２８＞ 

 ４ 鉱産資源の種類と利用（１１４）＜６－１７３＞ 

 

【７巻】 

４節 資源・エネルギー問題（１１６）＜７－１＞ 

 １ 資源・エネルギーをめぐる課題（１１６）＜７－２＞ 

 ２ 日本の資源・エネルギー問題（１１８）＜７－２１＞ 

持続可能３ 発展途上国の農村に明かりをー未電解地域に持続可能な電力を届ける取り組みー
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（１２１）＜７－２５１＞ 

 ５節 工業（１２２）＜７－５０＞ 

  １ 工業の発達と種類（１２２）＜７－５０＞ 

  ２ 工業の立地（１２４）＜７－７０＞ 

  ３ 世界の工業地域（１２６）＜７－９７＞ 

  ４ 現代世界の工業の現状と課題（１２８）＜７－１３０＞ 

  ５ 工業の知識産業化とスタートアップ企業（１３４）＜７－２０５＞ 

  ６ 日本の工業（１３６）＜７－２２６＞ 

 探究 TRY４ 地場産業における持続可能な発展の模索（１３８）＜７－２６３＞ 

 

【８巻】 

 ６節 第３次産業（１４０）＜８－１＞ 

  １ 経済発展と第３次産業（１４０）＜８－２＞ 

  ２ 商業の現状と変化（１４２）＜８－２７＞ 

  ３ 商業以外のさまざまな第３次産業（１４４）＜８－４５＞ 

第３章 交通・通信と観光、貿易（１４６）＜８－６３＞ 

 １節 交通・通信（１４６）＜８－６４＞ 

  １ 世界を結ぶ交通（１４６）＜８－６４＞ 

  ２ 日本の交通の特徴（１４８）＜８－８１＞ 

  ３ 情報通信の発達（１５０）＜８－１０７＞ 

 探究 TRY５ 感染症の拡大と交通・通信などへの影響（１５２）＜８－１７７＞ 

 ２節 観光（１５４）＜８－１３２＞ 

  １ 余暇の拡大と観光産業（１５４）＜８－１３２＞ 

  ２ 日本の観光とその変化（１５６）＜８－１５７＞ 

 探究 TRY６ 環境保全と観光振興の両立（１５８）＜８－２０３＞ 

 

【９巻】 

３節 貿易と経済圏（１６０）＜９－１＞ 

  １ 世界の貿易と地域間格差（１６０）＜９－２＞ 

  ２ 貿易の自由化と経済連携（１６２）＜９－２６＞ 

  ３ 日本の貿易（１６４）＜９－４７＞ 

第４章 人口、村落・都市（１６６）＜９－７１＞ 

 １節 人口（１６６）＜９－７２＞ 

  １ 世界の人口（１６６）＜９－７２＞ 

  ２ 人口の移動（１６８）＜９－９３＞ 

SKILL１０ ７ 人口ピラミッドの読み取り方（１６９）＜９－２０１＞ 

 ２節 人口問題（１７０）＜９－１０８＞ 

  １ 世界の人口問題（１７０）＜９－１０８＞ 

  ２ 日本の人口問題（１７４）＜９－１５９＞ 

持続可能４ ワークライフバランスの実現に向けてー出産や子育てがしやすい社会の実現をー 
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（１７７）＜９－２１９＞ 

 

【１０巻】 

 ３節 村落と都市（１７８）＜１０－１＞ 

  １ 集落の成り立ち（１７８）＜１０－２＞ 

  ２ 村落の形態と機能（１８０）＜１０－２４＞ 

SKILL１０ ８ 地形図の利用～村落の形態～（１８２）＜１０－１７９＞ 

  ３ 都市の成立と形態・機能（１８４）＜１０－３５＞ 

  ４ 都市圏の拡大と都市の構造（１８６）＜１０－５２＞ 

 ４節 都市・居住問題（１８８）＜１０－９９＞ 

  １ 発展途上国の都市・居住問題（１８８）＜１０－９９＞ 

  ２ 先進国の都市・居住問題（１９０）＜１０－１２４＞ 

  ３ 日本の都市・居住問題（１９２）＜１０－１４０＞ 

持続可能５ 脱炭素型の小規模な都市交通手段―都市部で住民が自転車を共有する取り組みー 

（１９５）＜１０－１８６＞ 

探究 TRY７ 都市景観の保全とさまざまな再開発（１９６）＜１０－１９７＞ 

 

【１１巻】 

第５章 生活文化、民族・宗教（１９８）＜１１－１＞ 

 １節 衣食住（１９８）＜１１－２＞ 

  １ 世界の衣服と食生活（１９８）＜１１－２＞ 

  ２ 世界の住居と衣食住の画一化（２００）＜１１－３１＞ 

 ２節 民族・宗教と民族問題（２０２）＜１１－４７＞ 

  １ 世界の民族・言語（２０２）＜１１－４７＞ 

  ２ 世界の宗教（２０４）＜１１－５９＞ 

  ３ さまざまな民族問題（２０６）＜１１－９７＞ 

  ４ 多文化の共生に向けた取り組み（２１０）＜１１－１５１＞ 

持続可能６ 日本に住む外国人との共生―多文化と共生するダイバーシティ社会を目指してー 

（２１１）＜１１－２２７＞ 

 ３節 国家の領域と領土問題（２１２）＜１１－１６２＞ 

  １ 現代世界と国家（２１２）＜１１－１６２＞ 

  ２ 領土問題と解決への取り組み（２１４）＜１１－１８６＞ 

  ３ 日本の領域と領土をめぐる問題（２１６）＜１１－２０８＞ 

探究 TRY８ 排他的経済水域の活用（２１８）＜１１－２３８＞ 

持続可能７ 平和と SDGs 達成のためにー誰一人取り残さない社会の実現を目指してー（２２０） 

＜１１－２６１＞ 

 

【１２巻】 

第２部 現代世界の地誌的考察（２２１）＜１２－１＞ 

第１章 現代世界の地域区分（２２２）＜１２－５＞ 
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１節 地域区分（２２２）＜１２－６＞ 

 １ 地域区分の意義と指標（２２２）＜１２－６＞ 

第２章 現代世界の諸地域（２２６）＜１２－４３＞ 

 序説 地域の考察方法（２２６）＜１２－４４＞ 

  １ 地誌的な考察方法（２２６）＜１２－４４＞ 

 １節 中国―項目ごとに整理して考察（２２８）＜１２－５６＞ 

  １ 中国の政治体制と多様な民族（２３０）＜１２－６８＞ 

  ２ 中国の食生活と農業・水産業（２３２）＜１２－９５＞ 

  ３ 中国の工業化と海外進出（２３２）＜１２－１２４＞ 

  ４ 経済発展に伴うさまざまな課題（２３６）＜１２－１５０＞ 

 ２節 韓国―項目ごとに整理して考察（２３８）＜１２－１７２＞ 

  １ 韓国の歴史と生活文化（２４０）＜１２－１８４＞ 

  ２ 産業の発展と生活の変化（２４２）＜１２－２００＞ 

 

【１３巻】 

 ３節 ASEAN 諸国―項目ごとに整理して考察（２４４）＜１３－１＞ 

  １ ASEAN 諸国の歴史と文化・民族（２４６）＜１３－１９＞ 

  ２ ASEAN 諸国の農業とその変化（２４８）＜１３－４２＞ 

  ３ ASEAN 諸国の工業とその発展（２５０）＜１３－６７＞ 

  ４ ASEAN の変化と課題（２５２）＜１３－９１＞ 

 ４節 インド―経済成長に関連づけて考察（２５４）＜１３－１３１＞ 

  １ 急速な経済成長を支えた産業の発展（２５６）＜１３－１４６＞ 

  ２ 増加する人口と農村の変化（２５８）＜１３－１７５＞ 

  ３ インド社会の変化と経済格差の拡大（２６０）＜１３－１９７＞ 

 

【１４巻】 

 ５節 西アジアと中央アジアー地域を比較して考察（２６２）＜１４－１＞ 

  １ イスラームと人々の生活文化（２６４）＜１４－１２＞ 

  ２ 交易の歴史と乾燥地域の農業（２６６）＜１４－３７＞ 

  ３ 豊富な資源を生かして進められる開発（２６８）＜１４－６１＞ 

 ６節 北アフリカとサハラ以南アフリカー地域を比較して考察（２７０）＜１４－８６＞ 

  １ 歴史的な背景によって形成された多様な文化（２７２）＜１４－９７＞ 

  ２ 他地域との結びつきと人々の生活の変化（２７４）＜１４－１２４＞ 

  ３ 一次産品への依存とそれがもたらす課題（２７６）＜１４－１４３＞ 

 

 【１５巻】 

 ７節 EU 諸国―項目ごとに整理して考察（２７８）＜１５－１＞ 

  １ EU の成り立ちと結びつき（２８０）＜１５－１５＞ 

  ２ ヨーロッパの多様な農業と政策（２８２）＜１５－４１＞ 

  ３ 移り変わる EU の工業（２８４）＜１５－７０＞ 
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  ４ EU 拡大による影響と課題（２８６）＜１５－９３＞ 

 探究 TRY９ EU と ASEAN の共通点・相違点（２８８）＜１５－１９３＞ 

 ８節 ロシアー国家体制の変化に関連づけて考察（２９０）＜１５－１１３＞ 

  １ ロシアの成り立ちと体制変化（２９２）＜１５－１２５＞ 

  ２ 体制変化が産業にもたらした影響と課題（２９４）＜１５－１５３＞ 

  

【１６巻】 

９節 アメリカ合衆国―項目ごとに整理して考察（２９６）＜１６－１＞ 

  １ 移民国家としてのアメリカ合衆国の発展（２９８）＜１６－１４＞ 

  ２ 世界の食料生産の鍵を握るアメリカ合衆国（３００）＜１６－４８＞ 

  ３ 進展する科学技術と産業（３０２）＜１６－７７＞ 

  ４ 多民族社会と移民増加に伴う課題（３０４）＜１６－１０９＞ 

 探究 TRY１０ 国際社会に影響を与えるアメリカ合衆国（３０６）＜１６－２１３＞ 

 １０節 ラテンアメリカー歴史的背景と関連づけて考察（３０８）＜１６－１２７＞ 

  １ ヨーロッパの影響が強い社会（３１０）＜１６－１３８＞ 

  ２ 大土地所有制と農業の変化（３１２）＜１６－１５８＞ 

  ３ 工業化の進展と経済発展（３１４）＜１６－１８５＞ 

 

【１７巻】 

 １１節 オーストラリアとニュージーランドー国を比較して考察（３１６）＜１７－１＞ 

  １ 移民の歴史と多文化社会（３１８）＜１７－２３＞ 

  ２ 自然の恵みを生かして発達した産業（３２０）＜１７－４６＞ 

  ３ 強まるアジア・太平洋圏との結びつき（３２２）＜１７－８７＞ 

第３部 現代世界におけるこれからの日本の国土像（３２３）＜１７－９９＞ 

第１章 持続可能な国土像の探究（３２４）＜１７－１０３＞ 

 1 節 将来の国土の在り方（３２４）＜１７－１０４＞ 

  １ 日本の強みと地理的な課題（３２４）＜１７－１０４＞ 

 探究課題の設定にあたって（３２７）＜１７－１２３＞ 

２節 持続可能な日本の国土像の探究（３２８）＜１７－１３２＞ 

 １ 課題の把握（３２８）＜１７－１３２＞ 

 ２ 課題の追究（３３０）＜１７－１５１＞ 

 ３ 課題の解決（３３４）＜１７－１８２＞ 

巻末資料 さくいん（３３６）＜１７－１９７＞ 

監修者（３４０）＜１７－２６４＞ 


